





























































































による挫折体験があって以降の人生は、約七年半であったが、この七年半の内訳は、日本女子大学校に入学してからの四年間 、卒業後の病気療養生活（教員となる前と後をあわせて）二年半と教員時代の一年との計三年半であった。二十四歳で死を迎えたトシの人生において、最後の七年半 苦しみのなかでの試練の日々となったが、 そうだからこそ、 トシの信仰を求める思いが深まった時期でたといえる。　
そのなかで、 （イ）の新資料によって、トシが入学してすぐに浄
土真宗の近角常観のもとを訪れていることがわか たこ から、トシに近角への訪問を勧めた父政次郎 信仰との関係からトシの信仰の変遷について確認したい。　
まず、宮澤家の浄土真宗信仰および花巻で開催された夏期仏教講
　（ウ）は、日本女子大学内より、成瀬仁蔵の授業「実践倫理」の課題として多くの学生の答案が発見され、そのなかにトシの答案八点があり、これらに対して現物を見て調査、研究することができたものである。これは、 （イ）との関連性のなかでトシの信仰について考えるべき手がかりがあるといえる。　以上より、これらの要素を総合的に加味して、トシ自身の人生の
課題として信仰への思いがいかに強かったかがわかり、再度 自身の信仰と兄賢治に与えた影響について考えてみると、二〇〇三年に発表した拙著におけるトシ研究がさらに補強され進展する要素があると考えられる。そこで、特に資料（イ）と（ウ）を中心に、トシの信仰の内実が具体性を帯びて浮かび上がってくることから、これらの新要素に重点を置きながら 改めてトシの信仰の深化についての過程を押さえなが 考察を深めたいというの この論考のねらいである。さら 、これらによって、賢治の宗教性への影響について迫ることができ 要素について指摘し 。その際、トシが信仰対象とし 表現として「絶対者」 いう概念をどのよう 把握していたのかについても解明したい。　
なお、本稿での引用文献については、トシ関係では、先の文献



















授業では成瀬仁蔵校長の授業 「実践倫理」 に関する （ウ） の答案 （カード）二点が書かれている。　
まず、トシが近角に出した書簡二点のうち日付けの早いも は、
入学した四月の二三日であり、 これは政次郎が近角常観宛て書簡 （四月二日）にて、 トシの上京の報告と指導の依頼をしていることから、トシがこれを受けて、 「明後日 日曜日」すなわち四月二五日 訪問したいとの事前の挨拶をしたためたものであるといえる。　
この書簡で、トシの近角への思いを述べた言葉として、 「先生の御
教へに近づき得るう さに、望みを以て上京致し候」 「常日頃よりの願ひを達 て親しく御教へ受くる身となり候はゞ、この上の喜び幸福御座無く候」とあり、近角の教えに期待する思いが当時 トシの心を支えていたといえ ほど大きなも であることがわかる。　　
 私は今年十八才の至って我儘なる者に御座候。我儘なる私を我れから持て余し居り候。はる〴〵この地まで遊学いたし乍ら、将来に対する希望を持ち得ず従って活気なく元気なく誠に意義なき生活を致し居り候。倦怠に悩まされ候て我乍ら望ましからぬ生活状態 在り候へど、これを脱する程の勇気も起し得ざる実に情 私に御座候。何とかして早くこの状態を脱し、積極的なる充実せる な 度きものとは、今この疲れし心に残る只一つの望み願ひ （四月二三日）
　
一方の年度初めに書かれたと思われる答案「自己調 」カードの
言葉には、 「意志薄弱、 陰鬱、 消極的、 其他大抵ノ短所ヲ具有ス、 正直」という自己分析がなされており、この書簡の文面との関係が深いといえる。トシ 高等女学校の卒業式までのなまなましい心の傷が未
習会を導いてきた政次郎の信仰について注目したい。 賢治もトシも、家を離れるまで、政次郎が家庭および地域で育んできた宗教的環境のなかで信仰の基盤を形成しているからである。　
政次郎は、明治三十年代以降の近代仏教運動を進めた浄土真宗関
係者として清沢満之、 暁烏敏、 近角常観らに注目し、 著書や雑誌『精神界』等の読書のうえ、暁烏敏、近角常観らを花巻の講習会講師に招いている。こうしたなかで、浄土真宗僧侶である近角常観は、明治三十六年と三十七年 講師となり、政次郎との交流が始まっ いる。近角は、東京本郷を本拠地として若者の悩みに応じ ことで布教を広げるなど、当時の仏教界 新しい試みに着手 た。トシは賢治とともに、こうした政次郎による信仰的感化を受け 基盤となる信仰心を培い育ったと思われる。　
一方トシは、花巻高等女学校最終学年での挫折体験を味わうまで



















二五日に訪問し、 それ以外にも訪問を たかどうかは不明であるが、この書簡の最後に「明日は参上いたします」と訪問予告をしているので、五月三〇日の日曜日に訪問が実現したと思われる。しかしその書面の表現は、近角 対する期待 おいて、前書簡と比較して変化していると言わざるを得ない。つまり、近角の著作を読んだことにも触れ、 「 「信仰の余瀝」や懺
ママ
悔録」を拝読しましても、御講話を






もその中に同化してし はふか、などゝも思ひました。然し、同化する迄の努力がいや ので御座いますから、何とも仕様のない次第で御座います。 （五月二九日）
　
このようにトシは、成瀬をはじめとする教師の教育方針や生きる
姿勢について把握しながら、それが表面的なものでなく本物であるかどうか疑心暗鬼の思いで確認しつつあるといえる。 ひるがえって、トシは自身のことを思えば、自分のなかの問題を解決したいと強く感じ、 煩悶していることから 「当校の主義」 に 「同化」 したい思いと、「同化する迄の努力がいや」であるという思いとに引き裂かれており、身動きが取れなくなっていることがわかる。しかしながらトシは、この長文の書簡の最後には、近角に対して次のように言う。　　


























ここで、 「絶対者」 という表現に注目したい。この 「絶対者」 には 「神








シは入学の「動機」 ついて「我ガ人格未ダ少シモ向上ノ道ニ進ミ居ラザル事ヲ覚リテ、ソノ欲求ヲ充タサン為 本校ニ入学ヲ希望セリ」と書き、人格の向上こそ自らの欲求するところであり 入学の
動機であることを示している。先の近角宛て書簡での「当校の主義は自動自発、研究的、人格の向上、修養、目的ある生活、などゝ云ふ言葉を厭になります程聞かされます」という言葉は、読み手を意識した内容であったかも知れないが、成瀬の人格向上を導こうとする教育姿勢に 分の欲求がまさに重なっており、そこに主体的に自己投入している意思が示されている。次に トシは「決心」と項目立てて、 「真ノ人間トナリ、真ノ女トナリ、此ノ世ニ生レ出デシ吾ヲシテ最モ意義アル生活ヲ サシメント欲ス。而シテ本校ニ於テ、ソノ基礎ヲ造ラント期ス」と、本校の成瀬の教育のなかで人格 基礎を培う覚悟を表明している。　
大正四年度においてもう一点存在する答案「 （態度・独立） 」 （カー
ド）では、 執筆時期について推測を及ぼすと 成瀬の授業「実践倫理」の「大正五年二月七日」の講話内容が、 「独立」 ため「自発ノ力」による「態度」を求める話題であり、トシの記述内容と重なることから、大正五年二月七日の直後ではないかと思われる。　
この答案で、 「独立」について、トシは次のように記述している。
　　
 個人ガ団体又ハ他ノ大キナモノニ同化シ一体ニ成ッタ時ハ、私ノ生命ハ拡張サレ、発展サレ、大キクナッタ時デアル。コレガ個人主義ヤ孤立ト全ク反対ニ積極的ナ所デアル。独立トハ他ノモノト 間ニ垣ヲ作リ、溝ヲ作ルノデハナ テ、他ヲ容シ、他ト一体ニアル事ガ我ガ生命ヲ延シ、真ニ独立スル事デアル。
　
このような個人の生命の拡張についての考え方は、成瀬校長の持









「大霊トノ融合」 「人格完成」 （一月二十四日）という方向での話がなされている。この うに、 成瀬の言う「大なる自我」とは 「大霊」とも表現され、また「絶対者」ないしは「宇宙」の意志の実現の場であると れは、賢治の 自我の意識は個人から集団社会宇宙と次第に進化する （ 「農民芸術概論綱要 ）という思想にも通じる重要な要素であろう。とすれば、 トシの 他ノ大キナモノ」の言葉には、これらの大霊や絶対者 意志、宇宙 意志に ら 意志を一致させていこうという方向が、真の独立だと う考えが示されていよう。　
なお、少し遡る大正四年一〇月二一日付トシ宛賢治書簡の「色々
利己的ダノト自分デ辯解シテ居ラレル様デスガソンナ気兼ネハアリマセンデ好イデセウ」という言葉か 、 そ 以前に が自分 利己的」であることを兄に述べたことがわかり、一年後の〈資料７〉でもトシは「利己主義」が「改メラレツヽアリ」と書 ていることから、成瀬の「自己が拡大した無限絶対と合致する所に真の宗教の生命が生まれるのである （ 「婦人公論」大正五年九月
　『成瀬




















































問題とのつながりのなかで、 「未だ確かな信仰もなく」 述べるトシにとっては、生死の問題を解決するための自分 りの信仰に対する渇望が募っていったと思われる。ここでは、浄土真宗を信仰する



















































賞したことから、日本でも前年の大正四年には出版されたタゴール関係書が増えている。そのなかで、大正四年五月に出版された『タゴールの思想及宗教』 （ 月社）は、浄土真宗の寺に生まれてのちに仏教学者となる江部鴨村が執筆した著書であ から、注目に値する著書である。成瀬の所蔵本を記した『成瀬文庫目録
（２）
』のなか





































た期間は極めて少ないと考えられる。つまり、トシが帰省していた七月から九月までの間では、賢治は第一学期終業日が七月二〇日であったことと、七月三〇日に上京し八月一日から三〇日まで、東京でのドイツ語講習会受講し、その足で九月二日から九日までの秩父、長瀞、三峰地方の土性・地質調査見学に参加していることから、二人ともが実家にいた可能性のある時期は、七月下旬のみ ある。この東京でのドイツ語講習会の受講については、 『家庭週報』第三七三号（大正五年六月三〇日） 「 習会だより」に「独逸語夏期講習会
　
七月一日より三十日迄及び八月一日より三十日まで神
田仲猿楽町十七東京独逸学院に開催」とあり、賢治は後者の に参加していることから、トシがこの講習会の情報を伝えたの ないかと推測される。一方、二人 第二学期始業日は九月一一日の同日であることが確認できることから、 カードでの記述通り「暗示」は「休暇ノ終リニ近イ頃」に得た であれば、 「或一日」とは九月九 か一〇日しかなく、すれ違う もしれなかった に偶然にも接触ができたというのであり、またトシが賢治の東京や秩父で体験から得た思いを聞いたことも推し量られる。　
その思いは、 「暗示」として、トシの心に「光明」を与え、次の

















筆）に登場して注目される九月二七日の「実践倫理」 大学部第二学期計画発表会ニ於テ」で、 成瀬校長に出された「教育トハ何ゾヤ、宗教トハ何ゾヤ」という課題に、 トシは「忘れもしな 二年生の秋実践倫理の宿題 「信仰とは何ぞや教育と 何ぞや」と出た時私は可成り長い論文を書いた」 （ 「自省録 ） ある答案の時期に至 。残念ながら、こ 答案は今回 発見資料のなかに 存在しなかっのだが、先の「暗示サレタソノ光リ」が「漸ク明ラカ ナリツヽアル」なかで、その光から信仰と教育についての論文中 も積極的意味が見出されたはじめた答案であったと想像される。　
こうした本科一年の後半において実践倫理の答案にますます心を









われるトシの「料理ノート」のメモである。前年の祖父への手紙以来、トシは祖父を見守りながら自己の生き方を模索していたが、祖父の死後、 「ついに朧ろげ 私 行くべき道を認める事が出来た即ちやはり信念生活 最もよく生活する外にないと知った」との言葉を記している。また、こ 体験を、祖父 い 個人 みならず、万人の祈りへと愛をもつこと できた体験として意味づけ いることは看過できない。　
二点目として、一月二七日、トシが母宛書簡の記述で「あたりの





























ハ疑ヒモナク私ノ思想ノ（根本 ニ云ヘバ生活ノ）一大革命ノ動機トスル事デアッタ」という 欲を強調して ることは、読んで共感
や充実感を得、それが自己自身の使命の発見と生き方を変革する覚悟につながったという思いの反映であろう。また、本書では女性としての「天賦の性能」を生かして「使命」と「天職」を全うする道を導くことだと繰り返し書か ている。とりわけ「天職」について成瀬が「功利的打算に依らず、吾人 生れ来りたる使命を自覚し、其の使命を行ふことに依 て家庭国家社会に奉仕し、世界人類に貢献し、以て理想的善の根本要求を満足せしめんが為の生ける活動を導く作業を天職といふ である」 （ 「女子教育改善意見」 『成瀬仁蔵著作集』第三巻）と書いていることを受けて、トシは「女子教育改善意見ハ特ニ女子ノ特質発揮、女性トシテノ天職遂行ヲ目的トスと本書の主眼を捉え、女子自身がそうした目的に対して「コノ重大ナル使命ヲ担フベク高キ女子高等教育ニ耐エウルモノトナルベキデアル」 自己変革の必要性 述べ らに課すのである。　
答案の最後を、 トシは「女子大学ノ建設ハ我々共同ノ責任デアル」
とし、その「責任ヲ負フニ相応シ モノニ自ラ成リ度イト希フ デアル」と自らの覚悟の言葉で締めくくる。その「責任」への思いは二年後に、心の傷を乗り越えて母校花巻高等女学校への教員 な女子教育に携わることへの内面的動機につながった可能性は高い。　
こうしてトシは、一一月二四日付父宛書簡では、二一日に行われ










十一月から大正六年二月まで連載し、 「真の宗教 真の教育の目とする自己の発展は必ず一つ 帰するのであつて、将来は教育と信念とは決して離るゝものではないことを信ずるこ が出来る であります」と述べており、トシは本科一年次にこれを読み またこうした成瀬の主張が話されるのを聞いた可能性もあるのであるが、実際には本科三年次の卒業を前にして自らの卒業後の生き方を考え段階に入って初めて、宗教を求める問題と、教育へ 道が天職として結びついてきたといえるのであ 。　
こうしてその後の一二月一〇日に、トシは病に倒れ、永楽病院に
入院したため、翌年一月に告別講演をす 成瀬 姿を見守ることもできずに、退院とともに三月 日に花巻に戻 ことになり、翌日三月四日には成瀬が逝去する。ここに、自らの病によって一旦途絶えかけた使命感は 成瀬校長の逝去によって再び自覚され、答案に書いた女子教育を引き継ごう 思いが、療養生活 経た約 年後の「自省録」を書くまでに、 密か 熟成して ったものと思われる。　
卒業後のトシは、 大正八年三月から地元花巻での療養生活を送り、









い導きは得て たものの、 自己否定したままで救いを求めることはできないと知り、 成瀬 よっ あらゆる宗教の根底にある絶対者に直面する信仰に導かれることで 少しでも自分を見つめつつその開かれた信仰に生 るこ を求めようとするようになった いう点である。　
二点目は、タゴール来校前後に、成瀬によるタゴール 紹介や成


















認および考察の課題を残すが、こ たびの新資料は、トシの絶 者への信仰姿勢を介しての賢治の信仰姿勢の本質 迫る研究の重要な架け橋となるものであったという ができ 。注（１） 『女子大通信』№四六八号
　
一九八七年十月
　『近代史を拓
いた女性たち』 （一九九〇年六月
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（２） 『成瀬文庫目録』日本女子大学図書館一九七九年十一月
　
（３） 「わが回想」 『タゴール著作集』第十巻
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